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一 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

※
問
題
文
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
社
に
無
断
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。 

 

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
広
告
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
告
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
、
消
費
者
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
宣
伝
す
る
。
そ
ん
な
「
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
の
手
法
が
初
め
て
法
規
制
さ
れ
る
。
消
費
者
を
（
ア
）
欺
く
行
為
は
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
。
企
業
や
広
告
業
界
は
、
社
会
的
責
任
を
改
め
て
自

覚
し
て
ほ
し
い
。 

 

「
消
費
者
が
事
業
者
の
表
示
で
あ
る
こ
と
を
判
別
す
る
こ
と
が
困
難
」
な
も
の
―
―
。
こ
の
よ
う
な
表
現
で
、
ス
テ
マ
広
告
は
、
商
業
広
告
な
ど
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
景
品
表
示
法
の
①
ナ
イ
カ
ク
府
告
示
に
、
新
た
な
禁
止
行
為
と
し
て
３
月
末
に
指
定
さ
れ
た
。「
事
業
者
」
は
企
業
や
個
人
事
業
主
、
学
校
法
人
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
自
治
体
な
ど
幅
広
い
。
10
月
の
施
行
に
向
け
て
十
分
な
周
知
が
欠
か
せ
な
い
。 

 

消
費
者
庁
の
運
用
基
準
に
よ
る
と
、
自
ら
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
広
告
な
の
に
、（Ⅰ

）
事
業
者
が
第
三
者
に
対
価
を
提
供
し
、
そ
の
広
告
内
容
の
決
定
に
も

関
与
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
密ひ

そ

か
に
宣
伝
さ
せ
、
消
費
者
を
②
ゴ
ニ
ン
さ
せ
る
と
い
っ
た
行
為
が
禁
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
広
告
な
ら
「
宣
伝
」
「
Ｐ
Ｒ
」
な
ど
と
、

は
っ
き
り
書
き
示
す
必
要
が
あ
る
。
広
告
で
あ
る
と
わ
か
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
消
費
者
も
③
ケ
イ
カ
イ
で
き
る
か
ら

だ
。 

 

消
費
者
庁
や
公
正
取
引
委
員
会
、
都
道
府
県
の
調
査
で
「
疑
い
」
や
違
反
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
広
告
主
で
あ
る
事
業
者
は
行
政
の
指
導
・
命
令
を
受
け
る
対

象
と
な
る
。 

 

ネ
ッ
ト
空
間
が
広
告
（
イ
）
媒
体
の
主
流
に
な
り
、
特
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
広
告
が
急
増
す
る
中
、
ス
テ
マ
広
告
と
疑
わ
れ
る
例
が
後
を
絶
た
な

い
。
欧
米
で
は
規
制
が
進
む
一
方
、
日
本
は
「
ス
テ
マ
天
国
」
と
い
え
る
状
況
だ
と
有
識
者
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
行
政
は
経
済
活
動
や
表
現
の
自
由
に

留
意
し
つ
つ
、
④
テ
キ
セ
イ
な
法
執
行
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。 

 

消
費
者
庁
が
今
回
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
影
響
力
の
あ
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」
３
０
０
人
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
４
割
が
ス
テ
マ
広
告
を
依
頼
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、

そ
の
半
数
近
く
が
引
き
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
と
い
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
個
人
は
行
政
処
分
の
対
象
外
だ
が
、
消
費
者
を
惑
わ
す
行
為
へ
の
加
担
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は
厳
に
（
ウ
）
慎
む
べ
き
だ
。
消
費
者
も
実
態
を
知
り
、
注
意
力
を
高
め
た
い
。 

 

新
聞
や
雑
誌
、
放
送
も
広
告
媒
体
と
し
て
例
外
で
は
な
い
。
か
つ
て
、
広
告
と
（
Ａ
）
混
然
一
体
と
な
っ
た
番
組
制
作
が
地
方
の
民
放
テ
レ
ビ
局
で
相
次
ぎ
、

問
題
視
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
情
報
の
受
け
手
に
疑
念
を
抱
か
せ
ぬ
よ
う
、
い
ま
一
度
、
メ
デ
ィ
ア
は
足
元
を
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

規
制
の
趣
旨
・
目
的
を
踏
ま
え
れ
ば
、
政
府
や
自
治
体
も
⑤
サ
イ
シ
ン
の
注
意
を
払
う
べ
き
だ
。
政
策
・
施
策
へ
の
支
持
を
世
論
に
広
げ
よ
う
と
、
著
名
人

を
通
じ
て
情
報
を
発
信
す
る
広
報
活
動
が
近
年
と
く
に
目
立
つ
。
報
酬
を
公
表
せ
ず
不
信
を
招
い
た
京
都
市
の
例
も
あ
る
。
（
Ｂ
）
襟
を
正
す
時
だ
。 

（
〈
社
説
〉
「
ス
テ
マ
広
告
」
（
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
三
年
四
月
四
日
）
に
よ
る
） 

承
認
番
号
（
２
５-

０
７
３
７
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 
 

ナ
イ
カ
ク 

 
 

② 

ゴ
ニ
ン 

 
 

③ 

ケ
イ
カ
イ 

 
 

④ 

テ
キ
セ
イ 

 
 

⑤ 

サ
イ
シ
ン 

（
ア
） 

欺
（
く
） 

 
 

（
イ
） 

媒
体 

 
 

（
ウ
） 

慎
（
む
） 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  

（
Ａ
） 

混
然
一
体 

 
 

（
Ｂ
） 

襟
を
正
す 

 

設
問
三 

傍
線
部
（Ⅰ

）「
事
業
者
が
第
三
者
に
対
価
を
提
供
」
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
自
治
体
で
あ
る
場
合
に
当
て
は
め
る
と
、
過
去
に
ど
の
よ
う
な
例
が
あ 

る
か
。
本
文
中
か
ら
例
を
み
つ
け
て
、
以
下
の
空
欄
ａ
・
ｂ
に
適
切
な
語
を
当
て
は
め
な
さ
い
。 
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「
第
三
者
」
に
「
対
価
」
を
提
供 

→ 
 

 

ａ 
 

 

に 
 

 

ｂ 
 

 

を
提
供 

 

設
問
四 
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
規
制
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
。
本
文
を
参
考
に
し
て
、
以
下
の
空
欄
（
１
）
～
（
４
） 

に
、
適
切
に
答
え
な
さ
い
。 

  

「
事
業
者
」 

 
 

 
 

 

新
聞
や
雑
誌
…
…
…
…
… 

 
 

 

（
１
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

放
送
局
…
…
…
…
…
…
… 

 
 

 

（
２
） 
 

 
 

 
 

  

「
個
人
」 

 
 

 
 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
…
… 

 
 

 
（
３
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

消
費
者
…
…
…
…
…
…
… 
 

 
 

（
４
） 
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二 
次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  

夏
空
の
主
役
は
雲
だ
。
わ
た
雲
、
入
道
雲
、
す
じ
雲
。
さ
ま
ざ
ま
な
雲
が
競
い
合
い
、
い
っ
と
き
も
同
じ
景
色
は
な
い
。
眺
め
る
う
ち
、
山
村
暮
鳥
の
「
雲
」

と
い
う
詩
を
思
い
出
し
た
。 

 

お
う
い
雲
よ
／
ゆ
う
ゆ
う
と
／
馬
鹿
に
の
ん
き
さ
う
ぢ
や
な
い
か
／
ど
こ
ま
で
ゆ
く
ん
だ
／
ず
つ
と
磐
城
平
の
方
ま
で
ゆ
く
ん
か 

 

中
学
時
代
の
、
忘
れ
ら
れ
な
い
授
業
が
あ
る
。
国
語
の
Ｋ
先
生
は
黒
板
に
大
き
な
字
で
題
名
を
書
く
と
「
ま
ず
、
ぼ
く
が
読
む
か
ら
ね
」
と
、
教
壇
に 

（
Ａ
）
仁
王
立
ち
し
、
廊
下
側
の
す
り
ガ
ラ
ス
が
震
え
る
ほ
ど
の
（
ア
）
大
音
声
で
朗
読
し
た
。 

 

「
お
う
い
」
で
は
な
く
「
お
ー
ー
ー
ー
ー
ー
い
！
」
で
あ
る
。
面
食
ら
う
生
徒
を
前
に
「
こ
れ
ぐ
ら
い
大
声
で
な
い
と
、
雲
に
届
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
さ

も
愉
快
そ
う
に
笑
っ
た
。 

 

ど
こ
ま
で
ゆ
く
ん
だ
、
と
呼
び
か
け
た
暮
鳥
は
胸
を
病
み
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
、
40
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
磐
城
平
に
は
、
か
つ
て
伝
道
師
と
し
て
勤

め
た
教
会
が
あ
っ
た
と
い
う
。
死
の
床
か
ら
雲
を
眺
め
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
詩
を
収
め
た
詩
集
の
刊
行
を
見
ぬ
ま
ま
旅
立
っ
た
。 

  

科
学
的
に
説
明
す
れ
ば
、
空
に
浮
か
ぶ
水
滴
と
氷
の
粒
の
集
合
体
が
雲
で
あ
る
。
白
く
見
え
る
の
は
、
そ
の
（
イ
）
粒
子
が
光
を
散
乱
さ
せ
る
か
ら
だ
。 

 

空
気
の
塊
が
水
分
を
含
み
、
①
ホ
ウ
ワ
状
態
を
超
え
る
と
雲
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
落
ち
て
く
る
水
が
雨
や
雪
に
な
る
。
雲
は
天
気
を
左
右
す
る
と
同
時
に
、

地
球
規
模
の
（Ⅰ

）
水
の
循
環
を
担
い
、
命
の
（
ウ
）
営
み
を
支
え
て
い
る
。 

 

「
と
て
も
身
近
で
欠
か
せ
な
い
存
在
な
の
に
、
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
な
の
で
す
」
。
気
象
庁
気
象
研
究
所
で
天
気
予
報
の
精
度
向
上
を
研
究
す
る
荒
木
健

太
郎
さ
ん
（
37
）
は
言
う
。 

 

い
ま
、
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
積
乱
雲
が
連
な
り
大
雨
を
降
ら
せ
続
け
る
（Ⅱ

）
「
線
状
降
水
帯
」
の
発
生
予
測
だ
。 

 

今
年
度
、
よ
う
や
く
集
中
観
測
が
始
ま
っ
た
。
雲
に
水
蒸
気
を
②
キ
ョ
ウ
キ
ュ
ウ
す
る
海
上
の
観
測
網
が
な
く
、
低
い
空
で
発
生
す
る
た
め
気
象
衛
星
で
も
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と
ら
え
に
く
い
。
そ
も
そ
も
、
積
乱
雲
は
前
線
や
台
風
と
い
っ
た
１
０
０
０
キ
ロ
単
位
の
気
象
現
象
に
比
べ
て
け
た
違
い
に
小
さ
く
、
予
測
の
た
め
の
計
算
技

術
も
確
立
し
て
い
な
い
。 

 

け
れ
ど
、
気
象
学
の
大
き
な
③
シ
メ
イ
は
災
害
か
ら
人
命
を
守
る
こ
と
だ
。
鬼
怒
川
が
氾
濫
し
た
２
０
１
５
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
の
前
年
、
荒
木
さ
ん
は

地
元
の
中
学
校
や
自
治
体
で
集
中
豪
雨
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
そ
れ
で
も
災
害
が
起
き
た
後
、「
ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
聞
か
さ
れ
た
。 

 

せ
め
て
日
常
か
ら
気
に
掛
け
て
ほ
し
い
と
、
荒
木
さ
ん
は
「
雲
愛
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
雲
を
見
て
楽
し
む
習
慣
と
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
け
ば
、

天
気
の
④
キ
ュ
ウ
ヘ
ン
か
ら
身
を
守
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
だ
。 

  

研
究
と
⑤
ヘ
イ
コ
ウ
し
て
、
雲
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
、
魅
力
的
な
画
像
と
と
も
に
発
信
し
て
き
た
。
基
礎
知
識
を
（
Ｂ
）
網
羅
し
た
総
ル
ビ
の
「
す

ご
す
ぎ
る
天
気
の
図
鑑
」
は
、
続
編
を
含
め
36
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
荒
木
さ
ん
が
「
雲く

も

友と
も

」
と
呼
ぶ
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
出
題
者
注
・
現
在
は
Ｘ
）

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
30
万
人
を
超
え
る
。
「
雲
は
も
は
や
、
僕
の
人
生
で
す
」
と
荒
木
さ
ん
は
笑
っ
た
。 

 

ど
ん
な
理
由
で
も
い
い
か
ら
、
空
を
眺
め
て
み
よ
う
。
雲
に
話
し
か
け
て
み
よ
う
。
お
う
い
、
お
う
い
。
君
の
名
は
。
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
ん
だ

い
。 

 

雲
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
は
ず
だ
。 

（
元
村
有
希
子
「
雲
を
知
り
、
愛
す
る
技
術
」
（
『
毎
日
新
聞
』
二
〇
二
二
年
八
月
一
三
日
〈
窓
を
あ
け
て
〉
欄
）
に
よ
る
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 

ホ
ウ
ワ 

 
 

② 

キ
ョ
ウ
キ
ュ
ウ 

 
 

③ 

シ
メ
イ 

 
 

④ 

キ
ュ
ウ
ヘ
ン 

 
 

⑤ 

ヘ
イ
コ
ウ 

（
ア
） 

大
音
声 

 
 

（
イ
） 

粒
子 

 
 

（
ウ
） 

営
（
み
） 
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設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
に
つ
い
て
、
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  

（
Ａ
） 
仁
王
立
ち 

 
 

（
Ｂ
） 

網
羅
し
た 

 

設
問
三 

傍
線
部
（Ⅰ
）
「
水
の
循
環
」
に
つ
い
て
、
本
文
中
の
語
を
用
い
て
左
の
図
解
の
空
欄
ａ
～
ｆ
を
埋
め
な
さ
い
。 

  
 

 

ａ 

の
塊
＋ 

ｂ 
 

＝ 
雲 

→
→ 

 

ｃ 

・ 

ｄ 
 

 

→
→ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

↑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

← 
 

 

ｆ 
 

 
 

← 

← 

← 

← 

← 

← 
 

 

 

設
問
四 

傍
線
部
（Ⅱ

）
「
「
線
状
降
水
帯
」
の
発
生
予
測
」
に
つ
い
て
、
本
文
で
は
そ
の
難
し
さ
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
四
点
に
ま
と
め
て
、
簡
潔
に
記
し
な 

さ
い
。
順
番
は
問
わ
な
い
。 

  

 

大
地 

  

ｅ 
 


